Morphological study of Japanese Anadara. (日本産Anadara属の形態学的研究) by 佐々木 理
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 論文審査の結果の要旨
 二枚貝類の生物学的分類は,その生存に不可欠な鯛の様式によって大区分され,さらに二枚
 の殻をつなぎあわせる蝶番部(hillgearea),すなわち鍍歯(hingeteeth)と歯槽(socket)の
 様式によって区分されている。
 化石をあつかう古生物学では,直接鯉の様式を検討することはできないが,鍍歯は二枚貝化
 石の分類に大きな手がかりを与えている。
 佐々木理が研究対象としてとりあげた、4照40,η属は,蝶番の基底部に多数の小歯が櫛歯状
 に配列する鍍歯構造をもち,やや原始的な分類群に属している。従って,貝殻の形態や殻表装
 飾も比較的単純なものが多く,貝殻形態などの類似に基礎をおく「類型分類」には研究者によっ
 てかなりの相異があることも否めなかった。佐々木はこの混乱を解消することを目的として,
 発生から成体にいたる生物形態の変化パターンを記述・分類することを試みた。
 二枚貝の大分類の基礎となる鍍歯の形式を重視し,、4nθ4ωπ属の一見単純にみえる小歯列や
 殻の腹・背縁や前・後縁Φ長さの比,すなわち,殻形態の成長に伴なう変化パターンを数量化
 して比較した。
 その結果,成長変化パターンによって特徴づけられる5つのGroups(分類群あるいは近縁種
 グループに相当する)を認識した。
 佐々木の分類法の妥当性は,従来の分類体系,とくにH・Noda(1966,本学部提出学位論文)
 の分類体系の分類群(taxa)との一致によって示された。
 またこの分類体系の構造全体とひとつの個体の殻形態は理論的によく対応していることや,
 進化過程における形態変化パターンは,分類体系の構造の時間依存変化パターンによって示さ
 れることを証明し,この分類体系が生物の系統分類に対する寄与も大であると主張している。
 このことは,佐々木の分類体系が古典的な「類型分類学」と生物進化の解明の基礎となる「系
 統分類学」をつなぐ手段として意義深いものと認められる。
 以上,本論文は著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有すること
 を示している。よって佐々木理提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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